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研
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会

研
究
会
代
表　

阿
部　

真
也

本
研
究
会
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
仏
教
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
研

究
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
二
〇
一
七
年
八
月
の

遼
寧
省
瑞
応
寺
調
査
に
よ
っ
て
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が
発
見
し
た
新
た

な
『
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
史
』
の
写
本
の
内
容
と
価
値
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
そ
の
ロ
ー
マ
字
転
写
・
翻
訳
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
会
の
成
果
は
、「
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
」

の
第
十
八
号
（
平
成
八
年
三
月
）、
第
十
九
号
（
平
成
九
年
三
月
）、
第

二
十
号
（
平
成
十
年
三
月
）、
第
二
十
一
号
（
平
成
十
一
年
三
月
）、
第

二
十
二
号
（
平
成
十
二
年
三
月
）、第
二
十
三
号
（
平
成
十
三
年
三
月
）、

第
二
十
四
号（
平
成
十
四
年
三
月
）、第
二
十
五
号（
平
成
十
五
年
三
月
）、

第
二
十
六
号（
平
成
十
六
年
三
月
）、第
二
十
七
号（
平
成
十
七
年
三
月
）、

第
二
十
八
号（
平
成
十
八
年
三
月
）、第
二
十
九
号（
平
成
十
九
年
三
月
）、

第
三
十
号
（
平
成
二
十
年
三
月
）、
第
三
十
一
号
（
平
成
二
十
一
年
三

月
）、
第
三
十
二
号
（
平
成
二
十
二
年
三
月
）、
第
三
十
三
号
（
平
成

二
十
三
年
三
月
）、
第
三
十
四
号
（
平
成
二
十
四
年
三
月
）、
第
三
十
五

号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
）、
第
三
十
六
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）、

第
三
十
七
号
（
平
成
二
十
七
年
三
月
）、
第
三
十
八
号
（
平
成
二
十
八

年
三
月
）、
第
三
十
九
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
）、
第
四
十
号
（
平
成

三
十
年
三
月
）、
第
四
十
一
号
（
平
成
三
十
一
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
の
助
成
金
に
よ
っ

て
、『「
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
」
研
究
〔
一
〕』（
二
〇
〇
二
年
六
月
、
ノ

ン
ブ
ル
社
）、『「
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
」
研
究
〔
二
〕』（
二
〇
〇
六
年
五
月
、

ノ
ン
ブ
ル
社
）、『「
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
」
研
究
〔
三
〕』（
二
〇
一
一
年

三
月
、ノ
ン
ブ
ル
社
）、『「
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
」
研
究
〔
四
〕』（
二
〇
一
五

年
三
月
、
ノ
ン
ブ
ル
社
）
の
四
冊
を
出
版
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終

巻
が
近
々
出
版
さ
れ
る
予
定
で
す
。
で
は
、
本
研
究
会
の
研
究
内
容

の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

旧
『
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
』
の
モ
ン
ゴ
ル
語
写
本
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト

語
版
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
中
国
で
三
種
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ベ
ッ
ト
語
版
か
ら
の
翻
訳
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
語
訳
、
日
本
語
訳
、

モ
ン
ゴ
ル
語
訳
、
漢
訳
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
版
に

お
け
る
問
題
点
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
外
来

語
を
表
記
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
ア
リ
ガ
リ
文
字
や
テ

ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
を
巡
る
も
の
で
す
。
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
の
モ
ン

ゴ
ル
語
表
記
（
あ
る
い
は
訳
）
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
・
チ
ベ

ッ
ト
語
ア
リ
ガ
リ
表
記
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
還
元
ア
リ
ガ
リ
表
記
な

ど
様
々
な
表
記
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
あ
る
一
定
の
傾
向（
あ

る
い
は
法
則
）
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
文
献
の
性
格
等
を
推
測
す
る

手
が
か
り
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
人
名
等
の
音
写
語

に
異
な
る
表
記
が
非
常
に
多
く
あ
る
、
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
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次
に
、
異
な
る
写
本
の
存
在
の
可
能
性
で
す
。
チ
ベ
ッ
ト
語
版
、
あ

る
い
は
翻
訳
と
の
比
較
に
よ
り
、
一
致
し
な
い
記
述
が
時
折
出
て
来

ま
す
。
確
認
を
必
要
と
す
る
所
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
新
『
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
』
は
、
現
時
点
で
は
チ

ベ
ッ
ト
語
の
文
献
等
関
係
す
る
文
献
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
内

容
は
、
旧
写
本
と
重
な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
表
記
上
の
問
題
は
、

現
時
点
で
幾
つ
か
出
て
き
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
現

代
語
表
記
と
異
な
る
表
記
が
規
則
的
に
さ
れ
て
い
る
、
満
州
語
の
表

記
の
影
響
が
あ
る
、
等
で
す
。
分
量
と
し
て
は
一
〇
七
葉
で
あ
り
、

旧
写
本
の
半
分
弱
で
す
。
ま
だ
、
検
討
を
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、

抄
訳
本
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
旧
写
本
と
比
較
し
つ
つ
、
検

討
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
研
究
会
の
活
動

・
毎
週
火
曜
日
：
17
時
〜
19
時
位
、
研
究
会

・
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
に
参
加 （
春
季
、19
・
５
・
18
大
正
大
学
。
秋
季
、

19
・
11
・
23
公
立
小
松
大
学
）

春
期
大
会
は
、
大
正
大
学
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
研
究

会
メ
ン
バ
ー
が
多
数
参
加
し
、
ま
た
、
２
名
の
発
表
も
あ
り
ま

し
た
。

今
後
の
予
定

　

毎
週
火
曜
日
：
17
時
〜
19
時
位
、
研
究
会

　

場
所
：
大
正
大
学
史
学
閲
覧
室
（
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）
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「
大
学
と
宗
教
」
研
究
会

本
研
究
会
は
、「
大
学
と
宗
教
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、

平
成
二
二
年
四
月
に
発
足
し
た
研
究
会
で
あ
り
、
今
年
度
で
第
三

期
の
三
年
目
（
一
期
三
年
）
を
迎
え
て
い
る
。
研
究
進
捗
情
報
を
報

告
し
合
う
研
究
会
を
随
時
開
催
し
て
き
た
が
、
そ
の
う
ち
主
な
研

究
報
告
を
行
っ
た
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
研
究
報
告
会
（
平
成
三
一
年
二
月
）】

・
三
浦
周
（
大
正
大
学
）「
大
正
大
学
に
お
け
る
仏
教
学
の
戦
後
史

の
調
査
研
究
」

・
林
淳
（
愛
知
学
院
大
学
）「
愛
知
学
院
大
学
・
駒
澤
大
学
に
お
け

る
僧
侶
養
成
の
戦
後
史
の
調
査
研
究
」

・
安
中
尚
史
（
立
正
大
学
）「
立
正
大
学
に
お
け
る
僧
侶
養
成
と
日

蓮
系
教
団
の
戦
後
史
の
調
査
研
究

【
研
究
報
告
会
（
令
和
元
年
七
月
）】

・
江
島
尚
俊
（
田
園
調
布
学
園
大
学
）「
戦
後
日
本
の
新
制
大
学
制
度

下
に
お
け
る
宗
教
関
連
学
部
・
学
科
組
織
の
変
遷
に
つ
い
て
」

・
小
野
純
一
（
自
治
医
科
大
学
）「
イ
ラ
ン
の
高
等
教
育
に
お
け
る

イ
ス
ラ
ー
ム
学
問
に
つ
い
て
」

・
服
部
美
奈
（
名
古
屋
大
学
）「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
教
育
制
度
・
宗

教
学
校
・
宗
教
教
育
に
つ
い
て
」

【
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
令
和
元
年
十
二
月
）】

テ
ー
マ
：
宗
教
系
大
学
に
お
け
る
見
学
理
念
・
自
校
（
史
）
教
育
の

現
状
と
課
題

・
報
告
①　

藤
森
雄
介
（
淑
徳
大
学
）「
淑
徳
大
学
に
お
け
る
事
例

報
告
」

・	

報
告
②　

瀬
本
正（
上
智
大
学
）「
上
智
大
学
に
お
け
る
事
例
報
告
」

・
報
告
③　

高
野
裕
基
（
國
學
院
大
学
）「
國
學
院
大
學
に
お
け
る

事
例
報
告
」

・
コ
メ
ン
テ
ー
タ　

岡
田
正
彦
（
天
理
大
学
）

【
研
究
報
告
会
（
令
和
二
年
二
月
）】

・
宮
坂
清
先
（
名
古
屋
学
院
大
学
）「
ラ
ダ
ッ
ク
（
カ
シ
ミ
ー
ル
東
部
）

に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
宗
教
教
育
と
僧
侶
養

成
に
つ
い
て
」

・
矢
野
秀
武
（
駒
沢
大
学
）「
タ
イ
に
お
け
る
教
育
制
度
と
僧
侶
養

成
に
つ
い
て
」

・
桜
井
啓
子
（
早
稲
田
大
学
）「
イ
ラ
ン
に
お
け
る
教
育
制
度
と
ウ

ラ
マ
ー
養
成
に
つ
い
て
」

本
研
究
会
で
は
、
原
則
と
し
て
各
個
人
の
研
究
関
心
に
基
づ
く

研
究
報
告
を
行
っ
て
き
た
が
、
十
二
月
に
開
催
し
た
ミ
ニ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
共
通
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
神

道
系
の
各
大
学
に
お
け
る
見
学
理
念
教
育
・
自
校
（
史
）
教
育
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
事
例
報
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
フ
ロ
ア
も

含
め
て
非
常
に
活
発
な
議
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
本
研
究
会
で
は
、
現
在
、『
シ
リ
ー
ズ
大
学
と
宗
教
Ⅲ　

現
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代
日
本
の
大
学
と
宗
教
』
を
刊
行
す
べ
く
、
研
究
メ
ン
バ
ー
が
各
々

研
究
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
内
に
は
刊
行
を
で
き
る
よ
う
今
後

も
精
力
的
に
研
究
活
動
を
進
め
て
お
り
、
か
つ
原
稿
の
執
筆
を
行

っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
な
お
、
編
集
作
業
と
並
行
し
て
、「
大
学

と
宗
教
」
研
究
を
世
界
的
な
視
野
の
も
と
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
く
、

下
準
備
も
行
っ
て
い
る
。
研
究
会
有
志
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
本

年
度
の
十
一
月
に
は
科
研
費
へ
の
助
成
を
申
請
し
た
。
同
時
並
行

で
は
あ
る
が
、「
大
学
と
宗
教
」
研
究
が
よ
り
実
の
あ
る
成
果
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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室
町
期
に
お
け
る
諸
宗
兼
学
仏
教
の
研
究

研
究
会
代
表　

大
橋　

雄
人

本
研
究
会
で
は
、
室
町
期
の
仏
教
研
究
に
お
い
て
従
来
あ
ま
り
注

目
さ
れ
て
い
な
い
諸
宗
兼
学
・
融
合
思
想
を
有
し
た
仏
教
者
旭
蓮
社

澄
円
（
一
二
九
〇
―
一
三
七
二
）
の
思
想
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

澄
円
は
、
八
宗
の
教
義
に
通
じ
、
入
元
し
て
廬
山
東
林
寺
に
登
り
、

白
蓮
宗
の
優
曇
普
度
に
慧
遠
流
の
浄
土
教
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

澄
円
は
槙
尾
山
で
三
部
の
密
潅
を
受
け
、
南
都
で
登
壇
受
戒
し
、
天

台
の
承
遍
（
檀
那
院
流
）・
観
豪
か
ら
天
台
教
を
学
び
、
浄
土
教
は
九

品
寺
流
、
鎮
西
流
の
相
伝
を
受
け
、
禅
宗
で
は
虎
関
師
錬
と
の
交
流

が
確
認
で
き
、
諸
宗
の
教
義
を
遍
学
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
南
朝
の
後
村
上
天
皇
の
帰
依
を
蒙
り
、
南
朝
の
為
に
奔
走
し

て
い
る
。
そ
れ
故
、
中
国
元
代
仏
教
の
日
本
へ
の
影
響
や
皇
室
と
仏

教
者
と
の
関
係
等
、
南
北
朝
期
の
仏
教
に
関
す
る
新
し
い
研
究
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
書

で
あ
る
澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』『
同
輔
助
義
』
の
書
誌
的
整
理
を
は

じ
め
、著
者
澄
円
伝
の
研
究
、『
浄
土
十
勝
論
』『
同
輔
助
義
』
の
翻
刻
・

書
き
下
し
文
・
語
注
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。
澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』

『
同
輔
助
義
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
非
常
に
少
な
く
、思
想
史
研
究
、

書
誌
学
研
究
、
伝
記
研
究
の
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
研
究
会
参
加
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
の
も
と
個
別
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。

平
成
二
九
年
度
ま
で
の
共
同
研
究
で
は
、
翻
刻
・
書
き
下
し
文
・

語
注
作
成
を
行
っ
て
い
た
が
、
作
業
速
度
の
効
率
化
を
図
り
、
平
成

三
〇
年
度
以
降
、
第
三
巻
よ
り
書
き
下
し
作
業
の
み
と
し
、
注
も
出

典
の
確
認
の
み
と
し
た
。
本
年
度
は
第
六
巻
の
半
ば
ま
で
書
き
下
し

作
業
を
終
了
し
た
。
な
お
、
本
『
年
報
』
に
は
紙
数
の
都
合
上
、
第

四
巻
の
書
き
下
し
を
中
間
報
告
と
し
て
掲
載
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
吉
水
岳
彦
氏
が
「
浄
土
宗
に
お
け
る
口
決
相
承

を
め
ぐ
っ
て
―
澄
円
と
聖
冏
―
」
と
題
し
て
浄
土
宗
教
学
院
東
部
研

究
会
に
お
い
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
で
は
、
法
然
上
人
の
往

生
以
後
、
浄
土
宗
に
お
け
る
口
決
相
承
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

き
た
の
か
を
概
観
し
、
澄
円
と
七
祖
聖
冏
に
お
け
る
口
決
相
承
に
つ

い
て
、
両
者
の
相
承
説
を
比
較
検
討
し
た
。

次
年
度
の
共
同
研
究
で
は
、
引
き
続
き
第
六
巻
以
降
の
書
き
下
し

作
業
を
進
め
、
個
人
研
究
に
つ
い
て
も
精
力
的
に
口
頭
発
表
や
研
究

論
文
の
発
表
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
研
究
作
業
デ
ー
タ
を
再
整
理
し
、

出
版
に
向
け
た
準
備
も
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
参
加
メ
ン
バ
ー
〉

代
表
者	

大
橋　

雄
人

参
加
者	

吉
水　

岳
彦	

郡
嶋　

昭
示	

舍
奈
田
智
宏

	
工
藤　

量
導	

岩
津　

英
資	

杉
山　

裕
俊

	
長
尾　

隆
寛	

安
孫
子
稔
章	

勝
崎　

裕
之
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後
藤　

史
孝	

春
本　

龍
彬	

星　
　

俊
明

	

青
木　

篤
史	

長
尾　

光
恵	

里
見　

奎
周

	

峯
崎　

就
裕
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中
世
東
国
仏
教
研
究
会

研
究
会
代
表　

大
八
木　

隆
祥

当
研
究
会
は
中
世
東
国
仏
教
の
実
態
解
明
を
目
的
に
発
足
し
た
も

の
で
あ
り
、
本
年
度
ま
で
称
名
寺
所
蔵
・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
管

理
、
国
宝
・
称
名
寺
聖
教
の
写
本
『
仙
芥
集
』（
一
三
函
―
一
―
一
～

三
二
）
の
翻
刻
を
進
め
て
き
た
。『
仙
芥
集
』
は
鎌
倉
時
代
の
真
言
僧

で
あ
る
定
仙
（
一
二
三
三
―
一
三
〇
二
）
の
受
法
記
録
を
、
定
仙
の

弟
子
の
智
照
が
テ
ー
マ
ご
と
に
編
集
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
研
究
会
で
は
昨
年
度
ま
で
に
一
三
函
―
一
―
一
か
ら
二
七
ま
で

の
二
十
七
冊
の
翻
刻
を
終
え
て
お
り
、
本
年
度
は
二
八
か
ら
最
後
の

三
二
ま
で
の
五
冊
を
翻
刻
し
、
こ
れ
を
今
号
に
掲
載
し
た
。

以
下
、
本
年
度
翻
刻
分
の
概
要
を
記
す
。

①
一
三
函
一
―
二
八
「
御
遺
告
聞
書
〈
小
野
〉」

空
海
の
『
二
十
五
箇
条
御
遺
告
』（
た
だ
し
後
世
の
仮
託
）
に
つ
い

て
の
註
釈
で
あ
る
。
註
釈
者
に
つ
い
て
は
、
文
中
に
「
已
上
信
珠
律

師
説
也
」
と
あ
る
の
で
、
小
野
流
に
属
す
る
信
珠
律
師
と
称
さ
れ
る

人
物
の
口
説
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
信
珠
律
師

に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。
奥
書
に
記
さ
れ
た
日
付
か
ら
、
お
そ

ら
く
増
瑜
（
一
二
一
九
―
）
か
ら
の
勧
修
寺
流
伝
授
の
一
環
で
記
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

本
文
中
の
「
仰
せ
に
云
く
」
は
信
珠
律
師
の
説
、「
私
に
云
く
」
は

増
瑜
の
説
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
。

②
一
三
函
一
―
二
九
「
灌
頂
行
事
口
伝
〈
小
野
〉」

勧
修
寺
流
の
伝
法
灌
頂
に
つ
い
て
の
口
伝
で
あ
る
。
定
仙
は
増

瑜
か
ら
受
法
し
た
寛
典
方
、
栄
然
方
、
真
慶
方
を
中
心
に
、
憲
静

（
一
二
一
五
―
一
二
九
五
）
か
ら
栄
然
方
、
奝
位
（
生
没
不
詳
）
か
ら

真
慶
方
、
定
宣
（
生
没
不
詳
）
か
ら
栄
然
方
を
受
法
し
て
い
る
。
文

中
識
語
に
「
常
陸
法
印
説
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
定
宣
の
説
を
中
心

に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、本
文
中
に
は
他
に
も
「
卿
阿
闍
梨
（
増

瑜
）
行
事
に
は
」「
願
上
人
（
憲
静
）
の
説
に
は
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

勧
修
寺
流
を
受
法
し
た
諸
師
の
口
伝
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
他「
若
宮
僧
正
御
房
、若
宮
に
て
授
け
あ
り
し
時
は
」

な
ど
、
当
時
の
鎌
倉
の
地
に
お
け
る
勧
修
寺
流
の
灌
頂
の
実
際
に
関

す
る
記
述
も
あ
り
興
味
深
い
。

③
一
三
函
一
―
三
〇
「
金
宝
鈔
聞
事 

妙
鈔
聞
事 

玄
秘
鈔
聞
事 

灌
頂

護
摩
菩
提
心
論
事
」

表
紙
に
記
さ
れ
た
通
り
『
金
宝
鈔
』『
妙
鈔
』『
玄
秘
鈔
』『
灌
頂

護
摩
』『
菩
提
心
論
大
事
』に
つ
い
て
の
口
伝
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
あ
と
に
『
秘
蔵
金
宝
集
』
に
つ
い
て
の
口
伝
も
記
さ

れ
て
い
る
。
聖
教
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
三
宝
院
流
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
誰
か
ら
受
け
た
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
定
仙
が

三
宝
院
流
を
受
法
し
た
五
師
の
内
、
こ
の
時
期
に
確
実
な
交
流
が
確

認
で
き
る
の
は
、
意
教
流
の
義
能
（
生
没
不
詳
）
と
、
三
宝
院
流
系
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統
の
四
つ
の
流
を
相
承
す
る
公
然
（
一
二
五
二
―
）
の
二
師
で
あ
る
。

こ
の
内
の
ど
ち
ら
か
の
口
伝
を
記
し
た
も
の
か
。

④
一
三
函
一
―
三
一

表
紙
は
欠
で
あ
る
。
本
文
の
見
出
し
に
は
「
付
不
動
法
記
之
」「
付

胎
蔵
次
第
記
之
」「
大
法
秘
法
事
」
と
あ
る
。
奥
書
が
無
い
の
で
成

立
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
五
丁
表
裏
の
中
に
「
了
（
一
）

上
人
云
」「
了
（
一
）
上
人
説
也
」
と
九
ヶ
所
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
冊
全
体
が
了
一
房
公
然
の
口
伝
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
公
然
は
定
済
か
ら
憲
深
方
、
頼
賢
か
ら
三
宝
院
御
流
と
意
教
流
、

経
寛
か
ら
遮
那
院
流
と
い
う
、
三
宝
院
流
の
末
流
四
流
を
相
承
し
て

い
る
人
物
で
あ
る
。

⑤
一
三
函
一
―
三
二

本
冊
は
零
葉
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
『
仙
芥
集
』
翻
刻
⑤
収
録
の

一
三
函
一
―
二
六
『
仙
芥
集 hom

a

要
抄
〈
行
海
〉』
の
一
三
丁
裏

一
一
行
目
か
ら
一
五
丁
表
二
行
目
二
文
字
目
ま
で
と
全
同
で
あ
る
。

同
書
の
草
稿
か
。

以
上
で
『
仙
芥
集
』
全
三
十
冊
・
草
稿
二
点
、
計
三
十
二
点
の
翻

刻
を
完
了
し
た
。

こ
の
成
果
を
も
っ
て
次
の
段
階
に
進
み
た
い
。
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仏
教
文
化
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

研
究
会
代
表　

森　
　

覚

仏
教
文
化
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
の
第
二
期
活
動
で
は
、
近

現
代
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
読
み
と
れ
る
、
時
代
と
と
も
に
解
釈
と
改
訂

が
重
ね
ら
れ
、
再
生
産
さ
れ
て
き
た
ブ
ッ
ダ
に
関
す
る
表
現
を
事
例

と
し
、
仏
教
的
人
物
の
表
象
が
創
出
す
る
仏
教
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ

と
そ
れ
が
社
会
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
見
て
い
く
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

二
十
世
紀
に
入
る
と
、
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
り
多
種
多
様
な
メ

デ
ィ
ア
が
出
現
し
、
活
字
を
主
体
と
し
た
印
刷
物
は
、
他
媒
体
と
の

影
響
関
係
に
置
か
れ
、
メ
デ
ィ
ア
を
越
境
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
展
開
を

見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
近
現
代
に
起
き
た
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
は
、

情
報
の
伝
達
と
受
容
、
創
作
に
臨
む
環
境
、
知
の
条
件
と
思
想
を
め

ぐ
る
捉
え
方
な
ど
、
人
間
社
会
の
あ
り
方
と
文
明
の
成
り
立
ち
を
変

え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
き
な
世
界
の
転
換
を
も
た
ら
す
。

こ
の
ポ
ス
ト
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
と
呼
ば
れ
る
潮
流
の
さ
な
か
、
諸

媒
体
か
ら
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
テ
ク
ス

ト
や
イ
メ
ー
ジ
が
生
み
出
さ
れ
、
布
教
、
教
養
、
修
身
、
娯
楽
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
て
人
々
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か

に
は
、
ブ
ッ
ダ
に
関
す
る
表
象
も
存
在
し
て
お
り
、
仏
教
の
文
化
的

イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
今
も
な
お
、
時
流
や
世
相
に

合
わ
せ
た
改
訂
と
再
生
産
が
な
さ
れ
続
け
て
い
る
。

本
研
究
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
創
り
か
え
ら
れ
る
仏
教
的
人
間
の

表
象
へ
と
反
映
さ
れ
た
思
想
、
価
値
観
、
習
俗
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、

娯
楽
、
芸
術
、
学
術
、
性
別
な
ど
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
諸
観
念
に
つ

い
て
読
み
解
い
て
い
く
。
こ
の
考
察
を
通
し
て
、国
家
、民
族
、階
級
、

業
界
、
組
織
、
或
い
は
、
そ
れ
ら
を
越
境
し
て
い
く
人
間
関
係
の
総

体
と
し
て
現
れ
る
社
会
空
間
の
場
で
、
時
代
的
趨
勢
に
応
じ
て
形
成

さ
れ
た
宗
教
表
象
が
、
媒
体
を
介
し
て
、
個
人
や
集
団
へ
受
容
さ
れ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
探
り
、
近
現
代
と
い
う
時
代
の
あ
る
共
同
体
や

言
説
空
間
で
共
有
さ
れ
た
仏
教
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
た
い
。

本
年
度
も
毎
月
二
回
ほ
ど
定
例
会
を
開
催
し
、
大
正
大
学
綜
合
佛

教
研
究
所
へ
所
属
す
る
研
究
員
と
外
部
研
究
員
を
中
心
に
し
た
研
究

分
担
者
の
間
で
、
各
自
の
課
題
を
深
化
す
る
べ
く
報
告
と
批
評
を
行

っ
た
。
そ
の
中
で
は
、
本
研
究
の
重
要
文
献
と
な
る
ロ
ラ
ン
・
バ
ル

ト
の
『
神
話
作
用
』（
現
代
思
想
新
社
、
一
九
六
七
年
）、
ジ
ャ
ッ
ク
・

ザ
イ
プ
ス
の
『
お
と
ぎ
話
の
社
会
史　

文
明
化
の
芸
術
か
ら
転
覆
の

芸
術
へ
』（
新
曜
社
、
二
〇
〇
一
年
）
と
『
お
と
ぎ
話
が
神
話
に
な
る

と
き
』（
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
九
九
年
）
の
読
み
合
わ
せ
を
実
施
し

て
い
る
。

ま
た
、
活
動
と
並
行
し
て
第
一
期
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
共
同
研

究
会
成
果
の
商
業
出
版
化
に
も
着
手
し
た
。
年
度
初
め
か
ら
各
研
究

分
担
者
へ
原
稿
執
筆
の
指
示
を
出
す
と
共
に
、
東
京
神
田
神
保
町
の

勉
誠
出
版
株
式
会
社
と
交
渉
を
進
め
、
顧
問
の
村
上
興
匡
先
生
に
確

認
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
九
月
末
の
段
階
で
入
稿
の
運
び
と
な
っ
た
。
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厳
正
な
る
確
認
作
業
を
経
て
採
用
さ
れ
た
の
は
、
森 

覚
、
嶋
田
毅

寛
氏
、
猪
股
清
郎
氏
、
渡
辺
隆
明
氏
、
大
澤
絢
子
氏
、
髙
橋
洋
子
氏
、

渡
辺
賢
治
氏
の
論
考
で
あ
り
、
加
え
て
大
道
晴
香
氏
、
今
井
秀
和
氏

の
寄
稿
論
文
も
収
録
で
き
る
事
と
な
っ
た
。
仏
教
的
人
間
像
の
表
象

を
統
一
テ
ー
マ
と
し
た
全
十
章
の
内
容
構
成
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
一
方
で
、
論
考
の
選
別
を
重
ね
た
結
果
、
掲
載
を
見
送
っ

た
原
稿
も
出
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
各
方
面
か
ら
の
ご
協
力
に
よ
り
か
た
ち
と
な
っ
た

書
籍
は
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
メ
デ
ィ
ア
領
域
の

宗
教
表
象
へ
と
切
り
込
む
論
集
に
仕
上
が
り
を
見
せ
た
。
こ
の
な
か

に
は
、
既
存
の
宗
教
研
究
か
ら
と
り
こ
ぼ
さ
れ
た
問
題
も
含
ま
れ
て

い
る
。
出
版
を
通
じ
て
、
読
者
か
ら
の
反
応
や
意
見
を
待
ち
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
、
森
の
科
研
費
研
究
成

果
も
収
録
し
た
本
書
が
新
た
な
仏
教
文
化
研
究
の
展
開
へ
と
つ
な
が

る
一
つ
の
道
標
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望
す
る
。

な
お
、
書
籍
に
つ
い
て
は
、『
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
の
仏
教
─
近
現

代
の
仏
教
的
人
間
像
』（
Ａ
５
判
・
上
製
カ
バ
ー
装
・
三
八
四
頁
）
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
二
〇
二
〇
年
三
月
末
日
に
刊
行
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
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梵
語
仏
典
研
究
会

研
究
会
代
表　

横
山　

裕
明

本
研
究
会
は
、
大
正
大
学
の
伝
統
的
な
梵
語
仏
典
研
究
を
受
け
継

ぐ
研
究
会
と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
従
来
の
「
声
聞
地
研
究

会
」・「
律
経
研
究
会
」・「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
修
辞
法
研
究
会
」
と
い

う
三
つ
の
研
究
会
を
一
つ
に
統
合
し
て
始
動
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の

研
究
会
の
実
体
は
研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
保
持
し
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ

間
の
行
き
来
を
自
由
に
し
て
研
究
者
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
で

伝
統
的
学
問
の
継
承
と
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
研
究
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
各
研
究
グ
ル
ー
プ
は
引
き
続
き
の
内
容
と
し
て
次

の
研
究
活
動
を
行
っ
た
。

ま
ず
声
聞
地
グ
ル
ー
プ（
昭
和
五
十
四
年
度
よ
り
共
同
研
究
を
開
始
）

は
、
第
一
瑜
伽
処
か
ら
第
四
瑜
伽
処
ま
で
の
全
四
章
か
ら
な
る
『
瑜

伽
論
声
聞
地
』
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
訳
註
を
作
成
し
て
い
る
。
本
年

度
は
校
訂
に
あ
た
り
先
行
研
究
を
参
照
し
「
第
四
瑜
伽
処
」
全
体

の
科
段
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
後
、「
第
四
瑜
伽
処
」
後
半
部

（
シ
ュ
ク
ラ
校
訂
本
四
七
〇
頁
）
に
つ
い
て
、
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
訳
註

の
作
成
作
業
を
開
始
し
た
。
現
在
は
「
内
事
」（
シ
ュ
ク
ラ
校
訂
本

四
七
四
頁
）
ま
で
の
検
討
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
律
経
グ
ル
ー
プ
（
平
成
十
四
年
度
よ
り
共
同
研
究
を
開
始
）

は
、
平
成
十
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
チ
ベ
ッ
ト
・
ウ
メ
字
転
写
梵
文

写
本
集
成
影
印
版
』
に
含
ま
れ
る
『
律
経
』
お
よ
び
『
律
経
自
註
』

写
本
の
解
読
を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
は
印
度
学
仏
教
学
会
の
際
な

ど
に
京
都
薬
科
大
学
の
岸
野
亮
示
講
師
と
諸
律
文
献
に
つ
い
て
最
新

の
研
究
情
報
を
交
換
し
、『
律
経
』
や
「
根
本
説
一
切
有
部
律
」
の

内
容
に
つ
い
て
も
意
見
を
交
換
し
た
。
本
年
度
の
研
究
計
画
と
し
て

は
復
旦
大
学
、
四
川
大
学
、
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
律
経
グ

ル
ー
プ
の
共
催
でT

he T
hird International W

orkshop for 
G
u∫aprabha’s V

inayas∑tra

を
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

参
加
者
の
日
程
が
合
わ
ず
来
年
度
以
降
に
延
期
し
た
。
律
経
グ
ル
ー

プ
の
活
動
と
し
て
は
、
本
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
『
律
経
』「
雑

事
（K

≈udrakavastu

）」
に
つ
い
て
解
読
を
進
め
た
。
次
年
度
も

Luo H
ong

教
授
（
四
川
大
学
）、Liu Zhen

副
教
授
（
復
旦
大
学
）、

岸
野
亮
示
講
師
（
京
都
薬
科
大
学
）
と
と
も
に
『
律
経
』
な
ら
び
に

諸
律
文
献
を
研
究
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

最
後
に
修
辞
法
グ
ル
ー
プ
（
平
成
十
九
年
度
よ
り
共
同
研
究
を
開

始
）
は
、
全
五
章
か
ら
な
る
ヴ
ァ
ー
マ
ナ
（V

åm
ana

）
著
『
詩
の

修
辞
法
の
手
引
・
註
（K

åvyålaµ
kåras∑trav˚tti

）』
の
ロ
ー
マ
ナ

イ
ズ
と
訳
註
を
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
順
次
、
当
研
究
年
報
に
発

表
し
て
い
る
。
本
年
度
も
引
き
続
き
第
五
章
の
読
解
を
進
め
て
き

た
。「［
詩
作
へ
の
］
使
用
に
つ
い
て
（pråyogika-

）」
と
称
す
る

第
五
章
は
、
二
つ
の
課
か
ら
成
り
、
全
一
〇
九
の
ス
ー
ト
ラ
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
一
七
の
ス
ー
ト
ラ
か
ら
成
る
第
一
課
は
「
詩
の
慣
習

（kåvyasam
aya-

）」
を
主
題
と
し
、
九
二
の
ス
ー
ト
ラ
か
ら
成
る

第
二
課
は
「
言
葉
の
正
確
化
（ßabdaßuddhi-

）」
を
主
題
と
し
て
い

る
。
第
五
章
に
つ
い
て
は
一
通
り
読
了
し
た
が
、
第
五
章
第
二
課
を
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正
確
に
解
読
す
る
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
学
の
知
識
も
要
す
る

た
め
、
文
法
学
に
関
す
る
先
行
研
究
も
併
読
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

現
時
点
で
は
和
訳
の
公
表
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

修
辞
学
に
関
す
る
研
究
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
の
厳
密
な
解
釈

な
ら
び
に
翻
訳
法
の
確
立
に
も
役
立
つ
こ
と
が
こ
の
一
三
年
間
の
共

同
研
究
か
ら
判
明
し
て
い
る
の
で
、
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ヤ
語
の
原
典

を
扱
う
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
に
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
あ
る
。
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密
教
聖
典
研
究
会

研
究
会
代
表　

駒
井　

信
勝

当
研
究
会
で
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
と
『
理
趣
広
経
』
の

二
本
の
経
典
を
読
み
進
め
て
い
る
。

ま
ず
前
者
の
方
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
梵
文
写
本
影
印

版
』
を
基
礎
資
料
と
し
、
対
応
す
る
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
お
よ
び
漢
訳
を

適
宜
参
照
し
な
が
ら
精
読
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
は
、

「Transcribed Sanskrit Text of the A
m

oghapåßakalparåja 

（I

）
～
（V

II

）」、
お
よ
び
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
校
訂
テ
キ
ス
ト
の

Prelim
inary Edition

に
試
訳
を
加
え
る
形
式
で
研
究
成
果
を
報
告

し
た
「A

m
oghapåßakalparåja: Prelim

inary Edition 

お
よ
び

和
訳
註
⑴
〜
⑶
」
と
し
て
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
に

お
い
て
報
告
し
て
い
る
。

現
在
は
、『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
へ
の
報
告
を
一
度

中
断
し
、
担
当
者
た
ち
が
各
自
残
り
の
写
本
を
テ
キ
ス
ト
化
す
る
作
業

を
進
め
て
い
る
。
同
時
に
、
既
に
発
表
済
み
の
箇
所
に
関
し
て
も
、
同

じ
体
裁
で
テ
キ
ス
ト
の
公
開
が
で
き
る
よ
う
に
入
力
を
行
っ
て
い
る
。

後
者
の
方
は
、『
理
趣
広
経
』
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
作
成
と
そ
の
読
解

を
行
っ
て
い
る
。

本
経
は
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
お
い
て
、
前
篇
の
「
般
若
分
」

（Írī param
ådya-nåm

a-m
ahåyånakalparåjå

）
と
、
後
篇
の
「
真

言
分
」（Írī param

ådya-m
antrakalpakha∫∂a-nåm

a

）
に
二
分
さ

れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
半
部
分
に
相
当
す
る
「
般
若
分
」
の
校

訂
テ
キ
ス
ト
の
報
告
は
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
し
て
昨
年
度
の『
大

正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
か
ら
、
新
た
に
「
真
言
分
」
の
チ
ベ

ッ
ト
語
訳
校
訂
テ
キ
ス
ト
の
報
告
に
入
っ
た
。

今
年
度
の
研
究
会
は
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
各
自
多
忙
と
な
り
、

以
前
の
よ
う
な
ペ
ー
ス
で
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

来
年
度
よ
り
、
今
後
の
研
究
計
画
を
見
直
し
、
両
経
の
全
容
解
明
を
目

指
し
、
そ
の
成
果
を
報
告
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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仏
教
史
料
研
究
会

研
究
会
代
表　

石
井　

正
稔

当
研
究
会
は
歴
史
学
の
立
場
か
ら
古
文
書
や
古
記
録
と
い
っ
た
仏

教
関
係
史
料
を
取
り
扱
い
、
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研

究
会
で
あ
る
。

研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
次
の
九
名
で
あ
る
。

・
石
井　

正
稔
（
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
員
）

・
濱
田　

由
美
（
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
員
）

・
加
瀬　

丈
舜
（
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
生
）

・
久
保
田　

綾
（
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
生
）

・
上
條　

駿　
（
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
生
）

・
櫛
田　

良
道
（
大
正
大
学
専
任
講
師
）

・
藤
田　

祐
俊
（
大
正
大
学
講
師
）

・
風
間　

弘
盛
（
真
言
宗
豊
山
派
宗
学
研
究
所
研
究
員
）

・
熊
野　

秀
一
（
真
言
宗
豊
山
派
泉
蔵
寺
中
）

主
な
活
動
内
容
は
、
平
成
二
八
年
九
月
に
実
施
し
た
真
言
宗
豊
山

派
金
乗
院
（
千
葉
県
野
田
市
清
水
）
の
史
料
調
査
お
よ
び
内
容
の
整

理
作
業
を
進
め
て
い
る
。

金
乗
院
は
、
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
、
近
世

期
に
は
本
寺
と
檀
林
の
寺
格
を
有
し
、
近
隣
寺
院
を
統
括
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
寺
に
は
、
檀
林
・
本
末
関
係
な
ど
を
示
す

史
料
群
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
の
蔵
に
は
古
典
籍
を
含
む
史

料
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
金
乗
院
所
蔵
史
料
は
市
史

や
県
史
な
ど
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
未
整
理
の
状
態
で
あ
る
。

今
年
度
の
主
な
活
動
内
容
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
『
大

衆
帳
（
交
衆
帳
）』
に
着
手
し
た
。

研
究
会
の
立
ち
上
げ
当
初
よ
り
着
目
し
て
い
た
史
料
の
一
つ
で
あ

る
『
大
衆
帳
』
は
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
二
九
）
の
本
山

と
の
交
衆
に
係
る
も
の
で
、
論
議
（
報
恩
講
）
が
実
施
さ
れ
る
度
に

作
成
さ
れ
た
名
簿
で
あ
る
。
一
覧
す
る
と
、
法
臈
の
浅
い
者
が
年
を

重
ね
る
毎
に
上
座
へ
と
昇
っ
て
い
き
、
や
が
て
は
名
簿
上
か
ら
名
前

を
消
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
に
、
上
座
に
い
て
名
前
が
消

え
た
者
で
も
、
一
定
の
期
間
を
経
る
と
再
び
名
前
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
そ
う
し
た
内
容
か
ら
金
乗
院
を
拠
点
と
し
在
地
に
お
い
て
活
動

し
た
僧
侶
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
作
業
と
し
て
『
大
衆
帳
』
の
デ
ー
タ
入
力
を
研
究
会
メ
ン

バ
ー
全
員
で
分
担
し
て
お
こ
な
っ
て
き
た
。
担
当
者
お
よ
び
担
当
箇

所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
石
井　

画
像
デ
ー
タN

o.537

～570

・
熊
野　

画
像
デ
ー
タN

o.571

～618

・
濱
田　

画
像
デ
ー
タN

o.619

～658
・
加
瀬　

画
像
デ
ー
タN

o.659

～696
・
久
保
田　

画
像
デ
ー
タN

o.697

～737

・
風
間　

画
像
デ
ー
タN

o.738

～764
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・
藤
田　

画
像
デ
ー
タN

o.765

～790

・
櫛
田　

画
像
デ
ー
タN

o.791

～808
入
力
作
業
は
既
に
終
了
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
を
統
合
し
メ
ン
バ
ー

全
員
で
の
解
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
を
読
み
説
い
て
い
く
等
の
確
認

作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
石
井
・
熊
野
が
担
当
し
た
デ
ー
タ
の
確
認
作
業
ま
で

で
一
旦
終
了
し
、
紙
面
掲
載
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
凡

例
等
の
詳
細
を
定
義
し
て
い
な
い
為
、
早
急
に
解
決
し
て
い
く
。

次
年
度
も
、『
大
衆
帳
』
デ
ー
タ
の
確
認
作
業
を
中
心
に
活
動
を

お
こ
な
い
、
年
報
等
の
紙
面
に
掲
載
し
、
成
果
と
し
て
発
表
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

更
に
、
取
り
扱
っ
て
い
る
史
料
の
性
質
上
、
寺
院
の
本
末
関
係
・

檀
林
制
度
・
移
転
寺
制
度
と
い
っ
た
近
世
新
義
真
言
宗
史
の
実
態

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
あ

る
。
そ
う
し
た
知
識
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
研
究
会
を
進
め
て
い

き
た
い
。
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頼
瑜
撰
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
訳
注
研
究
会

研
究
会
代
表　

小
宮　

俊
海

『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
は
、
新
義
真
言
教
学
の
祖
と
称
さ
れ
る
中
性

院
俊
音
房
頼
瑜
僧
正
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
が
、
そ
の
時
々
に
記

し
た
も
の
を
集
成
し
た
著
作
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
一
千
三
百
二
十

余
条
に
の
ぼ
り
、
書
名
の
ご
と
く
真
言
密
教
や
仏
教
諸
宗
に
関
わ
る

事
項
は
も
と
よ
り
、
頼
瑜
自
身
の
夢
記
や
和
歌
、
さ
ら
に
は
公
家
に

対
す
る
修
法
や
諸
家
と
の
書
簡
、
和
歌
論
や
世
典
に
関
す
る
記
事
な

ど
、
そ
の
内
容
は
実
に
多
彩
で
あ
る
。
一
人
の
真
言
僧
侶
に
よ
る
教

学
的
著
作
の
域
を
超
え
、
中
世
を
生
き
た
頼
瑜
の
人
物
像
、
さ
ら
に

は
当
時
の
宗
教
文
化
や
社
会
状
況
ま
で
を
も
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

本
書
は
、
古
来
よ
り
三
十
巻
・
二
十
四
巻
・
十
一
巻
な
ど
種
々
の

説
が
あ
り
、
ま
た
写
本
に
よ
っ
て
巻
順
の
移
動
や
内
容
の
増
減
が
著

し
い
。
す
で
に
『
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
七
巻
に
、
高
野
山
南
院
松

永
宥
見
師
蔵
写
本
を
底
本
と
し
、
二
十
七
巻
本
の
体
裁
を
も
っ
て
活

字
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
し
て
未
だ
不
十
分
と

さ
れ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
会
は
、
各
所
の
諸
写
本
を
聚
集
し
校
訂
し
、
な
か

で
も
巻
数
の
揃
っ
た
最
も
古
い
写
本
で
あ
る
、
智
積
院
新
文
庫
蔵
本

を
底
本
と
し
て
【
本
文
】
を
作
成
し
、条
目
ご
と
に
【
校
勘
】【
訓
読
】

【
注
釈
】【
解
説
】
を
施
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
の
は
、
新
文
庫
蔵
本
全
二
十
五
冊
の
う
ち
、
整
理

番
号
・
新
文
庫
三
一
―
四
―
（
二
五
―
二
）
に
相
当
す
る
一
冊
の
中

間
部
分
（
五
丁
表
～
一
〇
丁
裏
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
外
題
に
「
真

俗
雑
記
巻
四
」
と
あ
り
、
内
題
は
「
秘
蔵
口
伝
鈔
第
四
」
と
あ
る
。

こ
の
「
秘
蔵
口
伝
鈔
」
と
い
う
名
称
は
、
そ
の
内
容
に
起
因
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
外
題
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

こ
れ
ら
も
勘
案
し
、
本
書
を
「
巻
第
四
」
と
定
め
、
今
回
報
告
す

る
中
間
部
分
を
、
仮
に
「
巻
第
四
ノ
二
」
と
し
た
。

巻
第
四
ノ
二
に
収
録
さ
れ
る
条
目
は
次
の
通
り
。

◦
八
〇　

釈
論
中
染
浄
本
覚
随
縁
不
失
自
性
事

◦
八
一　

染
浄
本
覚
倶
有
衆
生
流
転
果
後
方
便
事

◦
八
二　

釈
論
所
説
上
下
二
転
即
可
云
流
転
還
滅
耶
事

◦
八
三　

十
六
大
生
具
経
畢
後
成
阿
閦
仏
事

◦
八
四　

十
六
生
之
位
可
有
超
越
証
事

◦
八
五　

一
切
衆
生
本
有
菩
薩
文
衆
生
言
除
非
情
草
木
事

本
年
度
は
以
上
、
六
つ
の
条
目
に
つ
い
て
各
担
当
者
を
振
り
分
け
、

研
究
会
に
お
い
て
本
文
校
訂
な
ら
び
に
訳
注
研
究
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
次
年
度
以
降
も
、
引
き
続
き
訳
注
研
究
を
進
め
、「
巻
四

ノ
三
」
を
順
次
発
表
刊
行
予
定
で
あ
る
。
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近
世
唱
導
文
芸
研
究
会

研
究
会
代
表　

平
間　

尚
子

本
研
究
会
は
、
大
正
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
近
世
の
唱
導
関

連
文
献
を
対
象
と
し
て
、
翻
刻
を
行
な
い
、
唱
導
資
料
の
読
解
、
お

よ
び
引
用
さ
れ
た
文
献
資
料
の
流
布
や
展
開
な
ど
を
研
究
し
て
い

る
。
研
究
会
に
お
け
る
当
面
の
目
標
は
、『
類
雑
集
』
を
広
く
学
界

に
紹
介
し
、
ま
た
翻
刻
な
ど
を
通
じ
た
研
究
成
果
を
報
告
す
る
こ
と

で
あ
る
。

『
類
雑
集
』
は
、
近
世
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
唱
導

資
料
で
、
版
本
は
、
つ
ぎ
の
二
点
が
あ
る
。
一
点
目
は
、「
慶
安
四

年 

辛卯

暦
十
月
吉
辰　

石
黒
庄
太
夫
板
本
」
の
奥
書
を
有
す
る
も
の
で
、

二
点
目
は
、「
明
暦
三
年 

丁酉

三
月
吉
辰　

秋
田
屋
平
左
衛
門
板
行
」

の
奥
書
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
全
十
巻
お
よ
び
総

目
録
一
冊
の
計
十
一
冊
で
、
同
じ
版
木
を
用
い
て
刷
ら
れ
て
い
る
。

版
本
は
、
大
正
大
学
以
外
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
は
な

さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
活
字
化
さ
れ
て
い

な
い
『
類
雑
集
』
の
翻
刻
作
業
を
行
な
う
こ
と
は
、
唱
導
分
野
の

研
究
の
進
展
に
寄
与
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

本
研
究
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教

研
究
所
年
報
』
に
、
一
巻
ず
つ
翻
刻
を
報
告
し
て
き
た
。
ま
た
、
翻

刻
作
業
と
同
時
に
、
引
用
文
献
の
調
査
な
ら
び
に
校
合
を
実
施
し
て

い
る
。翻
刻
掲
載
時
に
は
、脚
注
に
典
拠
名
と
校
異
を
示
し
た
。ま
た
、

資
料
の
状
態
を
忠
実
に
再
現
す
る
た
め
に
書
き
入
れ
の
場
所
や
内
容

に
つ
い
て
も
指
摘
を
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
総
勢
八
名
の
会
員
を
中
心
に
研
究
会
を
運
営
し
、『
類

雑
集
』
巻
十
「
含
蔵
門
」
の
翻
刻
を
行
な
っ
た
。
ま
た
翻
刻
以
外
で

は
、
昨
年
度
翻
刻
を
行
な
っ
た
『
類
雑
集
』
巻
九
に
引
用
さ
れ
た
文

献
資
料
の
流
布
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
写
本
等
の
調
査
を
行
な

い
、
寺
院
文
化
圏
に
お
け
る
唱
導
資
料
の
流
布
の
一
端
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
具
体
的
に
は
、『
類
雑
集
』
に
収
載
さ
れ
た
資
料

が
、
複
数
の
寺
院
に
お
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
そ
れ
ら
の
詳
し
い
成
果
報
告
は
、
稿
を
改
め
て
順
次
報
告
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

『
類
雑
集
』
は
、
国
文
学
者
に
お
い
て
、
以
前
よ
り
資
料
的
価
値

が
認
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
字
化
が
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
、
研
究
が
俟
た
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
く
わ
え
て
先

行
研
究
に
よ
り
、『
類
雑
集
』
は
日
蓮
宗
関
係
寺
院
圏
内
に
お
け
る

需
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
徹
底
し
て
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
で
、『
類
雑
集
』

を
は
じ
め
近
世
に
お
け
る
唱
導
書
の
あ
り
方
の
一
端
を
紐
解
く
こ
と

が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

翻
刻
は
、
本
年
度
を
も
っ
て
完
成
し
た
が
、
約
十
年
間
に
渡
る
研

究
の
途
中
で
は
、
翻
刻
担
当
者
の
出
入
り
が
あ
っ
た
。

来
年
度
以
降
は
、『
類
雑
集
』
研
究
の
総
ま
と
め
と
し
て
、
従
来

取
り
組
ん
だ
『
類
雑
集
』
の
出
典
調
査
に
お
け
る
未
詳
箇
所
の
考
察

に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
『
類
雑
集
』
を
と
お
し
て
明
ら
か
に
な
っ
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た
い
く
つ
か
の
報
告
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。


